
飛鳥里山クラブ
「木津川市で歴史を辿る」
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高の原駅～石のカラト古墳 ～池谷公園～アル・プラザ木津

～藤原百川公墓～伝和泉式部墓～平重衡首洗池

～木津川堤防＜昼食＞～上津遺跡～平重衡墓（安福寺）

～泉橋寺～福寿園山城館～高麗跡～JR上狛駅

２０２６年６月１２日（金）

撮影・編集： H.Kiyohara



● 集合：近鉄京都線 高の原駅



● 石のカラト古墳方面へスタート



● 石のカラト古墳



● 池谷の道を行く



● 池谷公園： トイレ・休憩

キスゲ



● 田植え研修中：高校生

ダイサギ



● 新殿神社を通過



● 藤原百川公墓

・藤原百川は、奈良時代末期の上級官人で、
称徳天皇が僧侶の弓削道鏡を皇位に
つけようとした宇佐八幡宮神託事件の折、
勅使の和気清麻呂に働きかけてその企て
を防ぎ、宝亀元（770）年に称徳天皇が
没すると道鏡を追放して光仁天皇を擁立した。

・藤原百川は、山部親王（後の桓武天皇）を
皇太子に立てて、長岡京および平安京への
遷都への道を開いた人物で、
宝亀10（779）年7月に

参議中衛大将兼式部卿従三位の地位で没し
た。



● 藤原百川公墓



● 伝和泉式部墓方面へ



● 伝和泉式部墓

・平安時代の中古三十六歌仙のひとりで
女流歌人、『和泉式部日記』『和泉式部集』
などの歌集を残した和泉式部の墓と伝わる｡

・木津で生まれ宮仕えの後、木津に戻って
余生を送ったとも伝えられているが、
生誕地含め死所についても諸説あり、
墓といわれるものは、
北は岩手県北上市から南は山口県山陽
小野田市まで数多く存在する。



● 平重衡首洗池・不成柿跡



● 木津川堤防＜昼食＞



●上津遺跡



● 御霊神社



●平重衡墓（安福寺）

・本尊の「阿弥陀如来像」は
東大寺・興福寺を焼き打ちにした
平重衡が1185年6月、
木津川河原で最後に拝んだ引導仏と
伝えられている。

・本堂は村人が平重衡を哀れんだので
「哀堂(あわんどう)」と呼ばれている。
・また重衡を埋葬した場所に
現在の十三重石塔が
建てられたと言われている。



●平重衡墓（安福寺）



● 木津川鉄橋方面へ



● 木津川鉄橋を渡る



● 泉橋寺方面へ



● 泉橋寺

・京都と奈良を結ぶ街道と木津川水運の
要所であり、741年高僧行基によって
この地に泉橋が架けられ、その前年に
橋の管理と守護のため
北岸側（右岸）に泉橋院が建立された。
これが現在の泉橋寺である。

・かつては本堂や五重塔、方丈、鐘楼、
経蔵、鎮守社など備え大規模な寺院
だったが、中世の兵火などで衰退していった。



● 泉橋寺



● 泉橋寺の掲示板



● 福寿園でトイレ休憩後、上狛駅手前で一次解散



● 有志メンバーで高麗跡へ



● 高麗跡



● ゴール：JR上狛駅

● 高麗跡


	スライド 1: 飛鳥里山クラブ 　　　「木津川市で歴史を辿る」
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28

